
 つもりっこ 
シルバーウイーク・敬老の日 

 先週は、敬老の日と秋分の日があるシルバーウイークでした。子ど

もたちには、つもり集会で敬老の日の意味を説明したところでしたが、

コロナ禍ということでなかなか祖父母に直接会えないという家庭もあ

るのではないかと思います。特に県外にいらっしゃる場合であれば、

１年以上会ってないという家庭もあるでしょう。津森小学校も、もと

もとは２２日（水）をフリー参観と設定していて、おじいちゃんおば

あちゃんにも参観していただけたらと考えていたところでした。蔓延

防止措置期間ということで、おじいちゃんおばあちゃんどころか、参

観自体を中止せざるを得ませんでしたが。 

現在、県内の感染者数は減少傾向にあり、このままリスクレベルが下がれば、今後は「つ

もりっこ祭り」など、おじいちゃんおばあちゃんにも参観していただく機会をつくることが

できるのではと思っています。 

地域で育つ子どもたち 

 下校後や休みの日の地域での子どもたちのくらしについて、時々、家庭や地域から学校に

連絡をいただくことがあります。危ない遊びのことや公共のマナーのことなど内容は様々で

すが、このような連絡は学校としては指導の機会として大変ありがたく思っています。連絡

いただいた際にお話を伺っていると、学校への苦情で連絡されているのではなく、子どもた

ちのことを思って連絡いただいているということがよく分かります。学校外の子どもたちの

様子は、学校ではつかみきれない部分もありますので、お気づきがあったら何でも連絡いた

だいて結構です。子どもは、学校と家庭、地域が手を携えて育てていくものだと考えていま

す。学校運営協議会のスローガンも「ふるさと大好きつもりっ子の育成」としています。ふ

るさとが大好きな子どもたちを育むためにも、地域のあたたかい目配りをお願いしたいと思

います。 

町・郡陸上記録会は中止 
 例年、１０月から１１月はじめにかけて、町小学校陸上記録会と

郡小学校陸上記録会が益城町総合グランドで開催されていました

が、昨年も今年もコロナ禍により中止となってしまいました。本年

度の６年生は一度も経験せずに卒業することになってしまいます。

そこで、益城町では競技種目を各学校で取り組んで記録証を出すこ

とになりました。競技種目は、走り幅跳び、走り高跳び、ソフトボ

ール投げ、８００ｍ走です。５・６年生が合同で体育の時間を使っ

て自分の種目に取り組んでいます。他の学校の子どもと一緒に競技することはできませんが、

自己記録の向上を目指して頑張っているところです。 

令和３年９月２７日 
第 １１ 号 

益城町立津森小学校 



 


